様式例１－２
畜産高度化支援リース事業貸付申請に係る審査表
（食肉リース）
平成　　年　　月　　日
一般財団法人畜産環境整備機構環境整備部 殿
所属団体名
部課名電話番号
氏　　名   　　　　　　　　　　　　　　　　印
下記の貸付申請者に係る要件等及び貸付できない申請者に係る審査を行ったので、下記のとおり報告します。
記
	要件等
	申　請　者　名
	　

	
	貸付申請者は、貸付申資者の要件を満たしているか。
	適　　・　　　否

	
	貸付申請施設等は、貸付けの対象となる施設等であるか。
	適　　・　　　否


	
	「畜産高度化支援リース事業の健全かつ円滑な実施の確保について」１の（２）から（６）に該当しないこと。
	該当せず　　・　　　該当する

	過去の機構リース
利用等実績
	申請者
	利用したことがある　・　利用したことがない

	
	貸付施設等販売業者
	取引がある　・　取引がない

	収益性の分析
	過去３年の単年度ごとの決算が連続して損失を生じていない。
	○　・　×

	
	３年連続で損失が発生している場合には次のいずれかの要件を満たしている。（該当するものを○印を付ける。）

	
	　・　３年平均で損失金額の割合が売上高の５％以内である。
	○　・　×

	
	　・　損失の原因が災害などの特別損失でそれを除けば損益はプラスである。
	○　・　×

	
	　・　営業外収入の余剰以下である（個人事業者の場合）。
	○　・　×

	実施要領に定める貸付申請書の添付書類の他に必要な添付書類
	確認　・　未確認

	添付資料
	１千万円から３千万円未満の場合は、貸付施設等を導入後の経営状況報告書
	適　 ・　否

	
	３千万円以上の場合は、貸付施設等を導入後の経営状況報告書及び事業計画書（連帯保証を求められた場合は、連帯保証書）
	適　 ・　否


注　選択する事項ついては、該当するものを○で記すこと。

